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島
田
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
翡か
わ
せ
み翠

会

地
域
に
根
差
し
た
活
動
で
存
在
感
を
発
揮

平成 30 年使用
全国交通安全年間スローガン 反射材　自分をアピール　防ぐ事故

　

翡か
わ
せ
み翠

会
は
島
田
市
の
湯
日
川
に
面
し
た

月
坂
地
区
に
あ
り
、ク
ラ
ブ
会
員
37
名（
男

性
26
名
・
女
性
11
名
）
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
会
員
は
70
代
が
多
く
、
全
国
的
に
ク

ラ
ブ
会
員
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
比
較

的
若
い
世
代
が
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　

翡
翠
会
と
い
う
名
前
は
、
地
域
を
流

れ
る
湯
日
川
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
翡
翠

（
か
わ
せ
み
）
が
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

翡
翠
会
は
10
年
前
に
、
高
齢
化
で
地
区
ク

ラ
ブ
が
消
滅
の
危
機
と
な
っ
た
時
に
、
新

た
に
若
い
世
代
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た

ク
ラ
ブ
で
す
。
会
員
の
中
に
自
治
会
経
験

者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
と
の
和
を
生

か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参
加
し
て
、

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ク
ラ
ブ
で
の
活
動
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

が
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
秋
の
日
帰
り
旅

行
も
実
施
し
て
、
県
内
各
所
を
巡
り

会
員
が
楽
し
く
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
活
動
と
し
て
は
、

地
域
自
治
会
が
管
理
す
る
放
水
ポ
ン

プ
の
点
検
と
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て
2
ヶ
月
に

１
回
行
わ
れ
ま
す
。
目
の
前
を
流
れ
る

湯
日
川
か
ら
採
水
し
て
実
際
に
ポ
ン
プ

を
動
作
さ
せ
放
水
を
し
ま
す
。
日
頃
か

ら
動
作
確
認
を
す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と

い
う
時
に
使
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
防

ぎ
、
ま
た
手
順
を
確
認
し
て
使
い
方
を

覚
え
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
に
対
し
て

ポ
ン
プ
動
作
の
指
導
的
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
域
で
の
役
割

を
持
つ
こ
と
で
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
を

高
め
る
と
と
も
に
、
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
で
会
員
の
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
活
動
は
、
湯
日
川
や
公
園

の
整
備
作
業
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
夏

祭
り
に
も
参
加
し
、ス
テ
ー
ジ
（
舞
台
）

づ
く
り
や
子
ど
も
会
と
の
流
し
そ
う
め

ん
、
1
月
に
は
餅

つ
き
な
ど
も
行
い

ま
す
。

　

翡
翠
会
の
活
動

の
根
底
に
あ
る「
地

域
に
根
差
し
た
活

動
」
が
地
域
を
ま

と
め
る
大
き
な
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

輝
い
て
い
ま
す 

今
!

大空に龍が舞う「朝比奈大龍勢」
　静岡県指定無形民俗文化財の ｢朝比奈
大龍勢｣ は、藤枝市の朝比奈地区で古く
から行われてきた伝統行事です。
　２年に 1度、10 月中旬に開催され、手
作りの大きな龍勢（ロケット花火）が高
さ約 20mの櫓に取り付けられ、300mほ
ど上空まで打ち上がります。龍勢が白煙

をなびかせながら一直線に上昇し、その
後ゆらゆらと漂うさまは、大空に龍が舞
うよう。
　本年は 10 月 20 日（土）に開催が予定
され、打ち上げ前の情緒あふれる口上や、
昼と夜で趣の異なる龍勢の打ち上げの様
子など、見どころ満載です。 写真提供／藤枝市広報課

手際よく放水作業を開始

齊藤充史会長を中心に和気あいあいと楽しく活動しています
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５
月
31
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ

た
評
議
員
会
に
お
い
て
、
今
期
で

退
任
さ
れ
る
理
事
及
び
評
議
員
の

選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
日
午

後
開
か
れ
た
臨
時
理
事
会
で
、
松

本
会
長
に
代
わ
り
、
寺
田
副
会
長

が
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
役
員
は
、
下
に

掲
げ
た
と
お
り
で
す
。

　

会
員
増
強
運
動
が
最
終
年
を
迎

え
ま
す
。
寺
田
新
会
長
の
下
、
県

連
合
会
・
市
町
連
合
会
・
単
位
ク

ラ
ブ
、
会
員
が
一
体
と
な
っ
て
、

健
康
で
楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動
を
実

践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
魅
力
を
伝
え
、
仲
間
を
減

ら
さ
ず
、
一
層
増
や
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

新役員決定、新体制スタート
楽しいクラブ活動で魅力を伝えよう

　

私
は
こ
の
度
、
新
し
い
会
長
と
し
て

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
充
実
、
発
展

の
た
め
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
高

齢
者
の
介
護
予
防
活
動
や
生
活
支
援
活

動
が
、
地
域
社
会
の
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域

に
お
け
る
高
齢
者
の
自
主
・
自
立
組
織

で
あ
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
、
そ
の
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

⑴
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健

康
で
自
立
し
、
身
近
な
仲
間
と
支
え
合

い
な
が
ら
生
活
で
き
る
、
住
み
よ
い
地

域
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者

の
居
場
所
で
あ
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に

は
、「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」
等
、

健
康
長
寿
を
目
指
す
高
齢
者
自
ら
の
活

動
を
通
し
て
、心
の
つ
な
が
り
づ
く
り
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
へ
の
役
割
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

⑵
地
域
づ
く
り
の
背
景
に
は
、「
役

は
や
り
た
く
な
い
。」「
支
え
合
い
は
し

た
く
な
い
。」「
面
倒
な
こ
と
は
行
政
に

や
っ
て
も
ら
え
。」
等
、
住
民
の
身
勝

手
な
言
動
に
よ
る
地
域
社
会
の
崩
壊
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
は
介
護
保

険
制
度
の
改
正
で
、
住
民
主
体
の
支
え

合
い
体
制
づ
く
り
を
求
め
、
そ
の
中
核

と
し
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

⑶
介
護
保
険
制
度
の
改
正
で
は
、
施

設
介
護
、
施
設
福
祉
か
ら
在
宅
介
護
、

地
域
福
祉
に
国
の
軸
足
が
移
り
、
地
域

社
会
で
住
民
主
体
の
介
護
予
防
活
動
や

住
民
相
互
の
生
活
支
援
活
動
の
推
進
を

求
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
地

域
で
地
域
を
支
え
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

共
助
の
友
愛
活
動
そ
の
も
の
で
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
は
介
護
保
険
制
度
を
支
え
、

介
護
保
険
給
付
費
の
軽
減
、
抑
制
に
大

き
な
貢
献
を
し
て
お
り
ま
す
。

役職名 氏名 所属団体

会 長 寺田　佳弘 磐田市

副会長

大嶋　淑嗣 沼津市

片岡　宏之 藤枝市

藤田かつ太郎 浜松市

幸 田 享 子 女性委員会

常 務
理 事 岩田　光一 県老連事務局

理 事

鈴 木　 実 伊豆市

小澤　一成 御殿場市

石 川　 武 富士市

渡 辺　 權 南伊豆町

滝澤　義雄 焼津市

山本　義雄 島田市

鈴木　晴義 掛川市

杉浦　徹衛 湖西市

浅沼恵美子

女性委員会小鍋　千代

渥美　みつ

戸塚　順一
若手委員会

田口　正行

監 事
飯 塚　 進 （福）静岡県身体　　障害者福祉会

髙橋　治子 静岡県保育所連合会

役職名 氏名 所属団体

評議員

若林瑛一郎 下田市

竹岡　正一 伊東市

森　 朝 子 熱海市

渡辺富美子 伊豆の国市

鎌野　公種 裾野市

近藤　敏雄 三島市

山崎　好信 富士宮市

加賀　良雄 松崎町

有野　光明 清水町

八 田　 稔 長泉町

増田　時男 牧之原市

栁原　克彦 吉田町

丸尾　尚良 御前崎市

寺本　達良 菊川市

岡本　榮一 袋井市

村松謙之輔 浜松市

大津きせ子

女性委員会
袴田ひさ子

増田いさ子

金原　良子

杉 山　 勝

学職経験者
瀧　 義 弘

松浦　康夫

大石　玲子

平成 30 年度 シニアクラブ静岡県役員名簿 ※敬称略

高
齢
化
社
会
、
共
助
を
共
感
で
き
る
社
会
へ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
　
会
長
　
寺
田 

佳
弘
（
磐
田
市
）
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テーマ「平成の想い出」
テーマ「平成の想い出」で皆様の原稿を募集します。家族のこと、自分の趣味のことなど、
テーマに沿った内容でしたら、どんなものでも結構です。ぜひともご応募ください。

平成 30 年使用
全国交通安全年間スローガン 自転車は　車といっしょ　左側

　シニアクラブ静岡県輪投げ大会が 12月
14 日に静岡県草薙総合運動場体育館この
はなアリーナで開催されました。競技の結
果は次のとおりです。

【団体戦】

順　位 市町名 チーム名 スコア

優　勝 磐田市 長江みさきクラブ 661

準優勝 浜松市 十軒町軒寿会 621

第３位 袋井市 袋井市A 584

第４位 裾野市 文寿クラブ 581

第５位 浜松市 雄踏町つるが丘 574

【個人戦】

順　位 市町名 氏名 スコア

優　勝 浜松市 鈴木　光吉 179

準優勝 浜松市 小池　利勝 168

第３位 島田市 中屋　堅次 152

第４位 磐田市 江塚　勝子 152

第５位 裾野市 藤井　茂 150

　

10
月
18
日

～
19
日
に
京

都
府
京
都
市

に
お
い
て
第
46

回
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
が
約

１
６
０
０
名
が

参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
松
本
会
長

以
下
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

活
動
交
流
会
で
は
意
見
交
換
、
活
動

事
例
、
活
動
成
果
が
発
表
さ
れ
、
式
典

に
お
い
て
は
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え

る
「
新
地
域
支
援
事
業
」
へ
の
参
画
な

ど
大
会
宣
言
の
採
択
や
、
全
老
連
会
長

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
》

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
表
彰

　

松
本　

庄
次　
（
会　

長
）

　

平
田　

五
子　
（
副
会
長
）

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

袋
井
市
「
大
和
会
」

○
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

三
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

《
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
》

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
表
彰

　

三
矢　

進

　
（
元
副
会
長
、
前
西
伊
豆
町
老
連
会
長
）

○
優
良
郡
市
町
村
連
合
会
表
彰

　

伊
東
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
（
竹
岡　

正
一
会
長
）

※
役
職
は
当
時
の
も
の
で
す

※請求書につきましては、物品と一緒に同封させていただきますので届き次第お支払ください。

※送料と振り込み手数料はお客様負担にてお願いします。お問い合わせは事務局 ☎ 054-254-5225 まで
なつかしの愛唱歌集

700 円（税込み）

シニアクラブ静岡県事務局からお知らせ

『50 音順索引』と『唄い出し索引』が新たに追加され、

これまでよりも見やすくなりました。 収録は189曲!!

なつかしの愛唱歌集 が新しく
生まれ変わりました !!

〜 懐かしのあの歌この歌、シニアクラブが編さんした歌集です 〜

松
本
、平
田
両
氏
に

　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
参
加

投稿
募集

第６回シニアクラブ静岡県輪投げ大会 極めた技、競いあう大 会 結 果
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私
た
ち
は
「
川
根
本
町
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
連
合
会
」
で
す
。
平
成
17
年
９
月

に
旧
本
川
根
町
と
旧
中
川
根
町
の
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
が
合
併
し
、
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
設
立
当
初
は
23
ク
ラ
ブ
、

１
３
７
５
人
で
し
た
が
、
平
成
29
年
４

月
に
は
、
14
ク
ラ
ブ
、
６
１
７
名
と
減

　

伊
豆
半
島
の
南
に
位
置
す
る
河
津
町

は
、
人
口
７
３
９
９
人
と
県
下
で
下
か

ら
2
番
目
に
少
な
い
町
で
す
。
65
歳
以

上
の
人
口
は
３
０
０
０
人
を
超
え
、
高

齢
化
率
は
40
％
を
超
え
ま
し
た
。
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
年
々
減
少
傾
向

少
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

ク
ラ
ブ
の
活
動
継
続
が
難
し
く
な
っ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
女
性
た
ち
が
団
結
し
、
活
動
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
主
催
に
よ
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
で
は
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
手
配
し
、
わ
い
わ
い
が

や
が
や
と
楽
し
い
車
内
の
雰
囲
気
で
参

加
し
、
堂
々
と
し
た
レ
ク
ダ
ン
ス
を
披

露
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
間
行
事
と
し
て
、
三
島
で

開
催
さ
れ
た
、
高
齢
者
い
き
い
き
創
造

広
場
に
参
加
し
、
途
中
に
工
場
見
学
な

ど
視
察
研
修
を
取
り
入
れ
、
楽
し
め
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

川
根
本
町
産
業
文
化
祭
で
は
、
練
習

と
な
っ
て
お
り
、
会
員
の
高
齢
化
も
顕

著
で
体
調
面
や
、
交
通
の
便
の
悪
さ
か

ら
活
動
が
縮
小
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
同
じ
よ
う
な
環
境
に
あ

る
賀
茂
圏
域
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
と
演
芸
大

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
披
露
す
る
だ
け

で
な
く
、
同
じ
地
域
で
生
活
す
る
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
会
員
と
し
て
課
題
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
活
動
の
参
考

に
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

河
津
町
で
は
、
休
会
し
て
い
た
単
位

ク
ラ
ブ
の
一
つ
が
、
行
政
区
の
尽
力
に

よ
り
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、

17
ク
ラ
ブ
の
内
、
4
ク
ラ
ブ
の
会
長
に

女
性
が
就
任
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
28

年
度
か
ら
活
動
を
再
開
し
た
女
性
部
も

町
内
の
行
事
で
、
河
津
町
に
伝
わ
る
民

謡
や
踊
り
を
披
露
し
、
子
ど
も
や
子
育

て
中
の
若
い
お
母
さ
ん
世
代
と
の
交
流

も
行
っ
て
お
り
、
女
性
会
員
の
力
強
さ

に
助
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
役
員
の
改
選
も
あ
り
、
新

役
員
で
力
を
合
わ
せ
会
員
同
士
が
楽
し

め
る
よ
う
な
事
業
を
計
画
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平成 30 年使用
全国交通安全年間スローガン 暗 い 道 　 私 の お 守 り 　 反 射 材

元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
者
の
ま
ち

川
根
本
町
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
女
性
部
長
　
横
澤 

く
み
子

女
性
が
活
躍
、
地
域
と
の
交
流
で
ク
ラ
ブ
発
展

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
河
津
　
会
長
　
吉
野 

康
男

地
域
支
え
合
い
　
〜
私
た
ち
の
地
域
の
活
動
〜

行政も地域のクラブ活動を支えています

女性会員のパワーがクラブを活性化します

2018豪華客船ダイヤモンドプリンセス／名古屋発・横浜着

■ 出発日： 平成30年11月30日（金）
■ クルーズ代金：117,000円 ➡ 値下げ新料金67,000円
　 （内側2名様1室利用／租税・港湾費別）
　 船中泊7泊〈朝食7回・昼食6回・夕食7回・イベントショー含む〉
■詳細お問合せください

☆コースにより大幅値下げが発表されました!! クルーズが初めての方には徹底サポート

 TEL 053-478-2000観光庁登録旅行業304号
日本旅行業協会正会員

びっくり価格！おすすめ日帰りの旅

静岡県老人クラブ連合会指定業者

5,900円（税込）5,200円（税込）5,900円（税込）
期間：平成30年7月～10月（送迎代・昼食宴会代・入浴代・酒1本付・カラオケサービス・旅行保険代）

（静岡県知事登録第2-519号 旅行業務取扱管理者・興津 純）静岡県静岡市駿河区敷地1-15-25
スカイ旅行センター 054（237）7988

「のんびり昼食宴会プラン」～にぎり寿司・静岡おでん・ヤマメ塩焼き・刺身こんにゃく～

（15名様以上）
1名様

（例） 

梅ヶ島温泉

『とっておきの宿』
特選旅館予約センター

西部地区（大井川以西） 中部地区（大井川～富士川） 東部地区（富士川以東）

【15名様以上でお申し込みいただいた場合はお客様ご希望日でOKです】

ゆったり

 のんびり
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当
ク
ラ
ブ
は
浜
松
市
の
北
部
に
位
置

し
、
会
員
数
４
８
０
７
名
、
58
単
位
ク

ラ
ブ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
重
点
事
業
と
し
て
、
①

い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
軽
度
の

運
動
会
）
②
文
化
作
品
展
（
書
画
・
絵

手
紙
・
写
真
・
手
芸
リ
フ
ォ
ー
ム
・
工

芸
作
品
展
示
会
）
③
広
報
活
動
（
広
報

誌
年
2
回
発
行
）
④
奉
仕
活
動
（
神
社
・

公
共
施
設
等
の
清
掃
奉
仕
等
）
⑤
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
（
年
3
回
）
⑥

悠
々
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
年
5
回
）
⑦
災

害
対
策
訓
練
（
年
1
回
）
⑧
ふ
れ
あ
い

広
場
へ
の
参
加
（
年
1
回
）
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
3
月
14
日
（
水
）
に
開
催

し
た
悠
々
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

実
は
年
間
5
回
開
催
を
計
画
し
ま

し
た
が
、
こ
と
ご
と
く
雨
に
見
舞
わ

れ
、
11
月
や
っ
と
最
初
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
開
催
で
き
、
今
回
2
回
目
が
快
晴

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数

２
０
２
名
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は

浜
北
森
林
公
園
を
中
心
に
周
辺
約
5
㎞

を
2
時
間
半
を
か
け
て
楽
し
み
ま
し

た
。

　

桜
も
ち
ら
ほ
ら
咲
き
始
め
春
の
日
差

し
が
サ
ン
サ
ン
と
降
り
そ
そ
ぐ
山
道
を

２
０
０
名
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
長
蛇

の
長
さ
は
1
㎞
近
く
に
延
び
た
大
行

列
。
山
道
、
坂
道
、
吊
り
橋
と
変
化
に

富
ん
だ
5
㎞
で
し
た
。

　

心
地
よ
い
汗
と
仲
間
同
士
で
語
ら
い

な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
健
康
を
満

喫
で
き
る
手
軽
な
運
動
だ
。
末
永
く
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成 30 年使用
全国交通安全年間スローガン 行けるはず　まだ渡れるは　もう危険

を
重
ね
、
コ
ー
ラ
ス
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ダ
ン
ス
を
ス
テ
ー
ジ
に
て
披
露
し

ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
中
部
地
区
歴
史
探
訪

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
へ
の
参
加
や
、
自
主
研

修
会
と
し
て
、
引
佐
で
個
人
宅
を
解
放

し
た
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
る
方
の
訪

問
や
、
湖
西
市
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合

会
と
の
交
流
会
を
開
催
し
、
活
動
活
性

化
や
活
動
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
中
部
地
区
歴
史
探
訪
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
が
川
根
本
町
で
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
近
隣
の
市
町
か
ら
多
く

の
参
加
者
を
迎
え
て
の
開
催
は
、
不
安

も
あ
り
ま
す
が
、
連
合
会
と
協
力
し
合

い
、
女
性
部
の
力
を
生
か
し
、
開
催
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
内
で
２
番
目
に
高
齢
化
率
の
高
い

町
で
は
あ
り
ま
す
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
シ
ニ
ア
が
団
結
し
た
町
と
な
る
よ

う
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
応
援
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。

広
が
り
見
せ
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
浜
北
の
活
動

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
浜
北
　
副
会
長
　
伊
藤 

元
一

地
域
支
え
合
い
　
〜
私
た
ち
の
地
域
の
活
動
〜

コーラスとレクダンスで地元イベントに参加

元気いっぱい　シニアが団結して活動

大人気のウォーキングには多くの会員が参加します

季節を肌で感じながらのウォーキング
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屠
蘇
祝
ふ
妻
の
笑
顔
に
あ
り
が
と
う

藤
枝
市　

油
井　

升
男

（
評
）
こ
の
句
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
新

年
の
席
で
ず
ば
り
「
あ
り
が
と
う
」
と

日
頃
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
る
と

こ
ろ
。
と
に
か
く
日
本
の
男
性
は
、
カ

ミ
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
照
れ
く

さ
く
て
言
え
な
い
人
が
多
い
。
欺
く
申

す
私
も
御
多
分
に
洩
れ
ず
、
心
で
は

思
っ
て
い
て
も
口
に
は
出
せ
な
い
。
油

井
さ
ん
に
習
っ
て
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静

岡
県
の
男
性
は
、
今
後
は
奥
様
に
は
っ

き
り
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
向
ぼ
こ
寡
黙
の
ま
ま
に
三
姉
妹

浜
松
市
西
区　

田
中
ハ
ツ
エ

（
評
）「
女
三
人
寄
れ
ば
姦

か
し
ま
し
い
」
と
は

世
間
で
言
わ
れ
る
言
葉
だ
が
、
ハ
ツ
エ

さ
ん
姉
妹
は
以
前
か
ら
「
寡
黙
」。
結

婚
後
も
近
所
に
住
み
。
折
に
触
れ
て
は

新
年
の
ひ
ま
わ
り
会
の
集
い
の
日

　

知
ら
な
い
人
も
知
る
人
に
な
り

浜
松
市
浜
北
区　

松
島
八
千
代

（
評
）
今
年
こ
そ
は
、
と
心
を
決
め
て

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
新
年
で
あ
る
。

初
め
て
参
加
し
た
の
に
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
人
達
ま
で
分
け
隔
て
な
く
迎
え

て
く
れ
て
楽
し
い
語
ら
い
が
出
来
た
。

「
知
ら
な
い
人
も
知
る
人
に
な
り
」
と

い
う
表
現
が
よ
い
。
作
者
の
気
持
ち
と

「
ひ
ま
わ
り
会
」
の
明
る
く
温
か
な
雰

囲
気
が
出
て
い
る
。

父
祖
の
田
は
今
は
ア
パ
ー
ト
駐
車
場

　

み
ず
ほ
の
国
の
行
く
末
思
う

藤
枝
市　

大
石　

き
よ

（
評
）か
の
昔
か
ら
日
本
は
稲
穂
が
瑞
々

し
く
稔
る
美
し
い
国
と
い
う
意
味
で
瑞

穂
の
国
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
私
た
ち
が

子
供
の
頃
に
は
ど
こ
に
で
も
見
ら
れ
た

豊
か
な
風
景
で
あ
る
が
時
代
と
と
も
に

次
々
と
狭
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
や
が
て

こ
の
国
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
大
石

さ
ん
に
と
っ
て
は
先
祖
か
ら
受
け
継
い

で
来
た
田
だ
か
ら
い
っ
そ
う
切
実
な
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

無
事
故
に
て
免
許
返
納
せ
し
夫
は

　

九
十
三
歳
日
々
穏
や
か
に

伊
豆
市　

土
屋
か
ね
子

（
評
）
免
許
返
納
に
は
な
か
な
か
決
心

が
つ
き
か
ね
る
と
思
う
が
、
こ
の
歌
に

あ
る
土
屋
さ
ん
の
夫
君
は
長
か
っ
た
運

転
歴
に
満
足
し
て
居
ら
れ
る
様
子
。
結

句
の
「
穏
や
か
に
し
て
」
現
在
の
姿
で

あ
り
な
が
ら
、
こ
の
日
々
が
続
い
て
ほ

し
い
、
と
い
う
奥
さ
ん
の
願
い
で
も
あ

ろ
う
。

老
い
た
れ
ば
又
同
じ
こ
と
言
ふ
ま
い
と

　

分
か
り
つ
つ
い
ふ
ひ
と
日
の
始
ま
り

袋
井
市　

倉
嶋
フ
ジ
子

（
評
）同
じ
こ
と
を
言
う
の
は
年
を
と
っ

た
証
拠
だ
と
か
。
誰
か
に
言
わ
れ
て
気

付
く
時
も
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
若
々
し

く
あ
り
た
い
。
自
分
自
身
を
か
え
り
み

て
良
い
一
日
を
始
め
よ
う
と
す
る
倉
嶋

さ
ん
。

古
き
友
今
は
懐
か
し
ア
ル
バ
ム
に

　

日
向
ぼ
っ
こ
で
涙
し
や
ま
ぬ

浜
松
市
北
区　

村
松　

俊
夫

集
ま
る
。
黙
っ
て
い
て
も
心
が
通
じ

合
っ
て
い
る
か
ら
構
わ
な
い
。
顔
を
合

わ
せ
て
さ
え
い
れ
ば
満
足
。
そ
ん
な
年

を
と
っ
て
も
仲
の
よ
い
「
三
姉
妹
」
像

を
頭
に
描
い
て
み
た
。

手
話
の
子
の
瞳
の
澄
め
る
初
炬
燵

浜
松
市
浜
北
区　

山
下　

勝
康

（
評
）
冬
め
い
た
季
節
に
な
っ
て
、
初

め
て
出
し
た
「
炬
燵
」。
一
緒
に
入
っ

て
い
る
の
が
「
手
話
の
子
」。「
瞳
の
澄

め
る
」
に
惹
か
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
長

い
人
生
に
は
、
辛
い
事
や
悲
し
い
事
が

た
く
さ
ん
待
ち
受
け
て
い
る
に
違
い
な

い
。
で
も
、
き
っ
と
乗
り
越
え
て
い
け

る
。「
瞳
の
澄
め
る
」
が
一
句
の
眼
目
。

強
く
印
象
に
残
っ
た
。

初
会
の
窓
に
火
の
島
指
呼
の
う
ち

伊
東
市　

佐
藤　

住
子

（
評
）「
初
会
」
は
、
定
期
的
に
例
会
が

持
た
れ
て
い
る
会
合
の
新
年
初
め
て
開

か
れ
る
集
ま
り
。「
初
寄
合
」
と
も
う

平成 30 年使用
全国交通安全年間スローガン ぶつかるよ　ながら運転　じこのもと

こ
の
絆
を
不
倫
と
言
う
か
限
り
あ
る

　

日
々
の
寂
し
さ
埋
め
合
い
し
の
み

伊
東
市　

菊
地　

澄
子

将
来
の
夢
は
持
て
ね
ど
ほ
っ
こ
り
と

　

日
々
語
り
合
う
猫
の
子
た
ち
と

島
田
市　

小
林
よ
し
江

あ
ぢ
さ
ゐ
は
雨
降
る
度
に
艶
を
増
し

　

七
変
化
な
る
役
者
の
顔
や

島
田
市　

鈴
木　

典
夫

オ
ー
ト
バ
イ
音
賑
わ
し
く
若
者
が

　

颯
爽
と
行
く
風
き
る
姿

川
根
本
町　

天
野　

照
華

わ
が
習
う
囲
碁
の
対
局
テ
レ
ビ
見
て

　

次
の
一
手
を
考
え
悩
む

磐
田
市　

島
子
準
太
郎

い
う
。「
火
の
島
」
で
思
い
浮
か
ぶ
の

が
、
石
原
慎
太
郎
の
小
説
。
舞
台
は
三

宅
島
。
果
た
し
て
「
指
呼
の
う
ち
」
に

見
え
た
の
が
三
宅
島
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
が
、
波
音
は
聞
こ
え
て
き
そ
う
な

「
初
会
」
で
あ
る
。

達
筆
の
賀
状
亡
父
に
届
き
け
り

藤
枝
市　

大
石　

容
一

大
寒
や
太
く
や
わ
ら
か
夫
の
指

浜
松
市
浜
北
区　

中
野　

誠
子

冬
ぬ
く
し
静
か
に
水
を
使
ふ
妻

浜
松
市
西
区　

田
中　

安
夫

母
の
年
越
え
て
母
の
忌
野
水
仙

藤
枝
市　

青
島　

寿
子

煮
大
根
妻
の
香
り
の
夕
厨

磐
田
市　

天
野　

薫　

日
本
晴
れ
富
士
も
寿
ぐ
大
旦

富
士
市　

渡
辺　

悦
夫

婚
の
荷
に
絣
一
反
草
の
花

磐
田
市　

牧
野　

圭
子

薄
氷
幼
の
よ
う
に
指
で
つ
く

掛
川
市　

鈴
木
イ
ヨ
子

◇
選
者
の
先
生
の
ご
紹
介

　

短
歌　

幸こ
う
だ
れ
い
こ

田
麗
子
先
生

　
　

静
岡
県
歌
人
協
会
・
名
誉
会
員

　

俳
句　

甲か
い
ゆ
う
し

斐
遊
糸
先
生

　
　

静
岡
県
俳
句
協
会
・
会
長

　

川
柳　

倉く
ら
は
し橋　

宏
ひ
ろ
し

先
生

　
　

静
岡
県
川
柳
協
会
・
会
長

◇
「
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
」

　
　
投
稿
規
定

　
　

は
が
き
一
枚
三
句
（
首
）
以
内

　
　
（
ど
の
部
門
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。）

◇
原
稿
の
締
切

　
　

平
成
30
年
9
月
29
日
（
土
）

今
号
の
川
柳
に
つ
い
て
は
、
都
合
に

よ
り
休
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

短
歌
　
幸
田
　
麗
子
　
選

俳
句
　
甲
斐
　
遊
糸
　
選
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駿
東
郡
小
山
町　

岩
田　

早
弓

　

67
歳
で
小
山
町
老
人
会
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
48
年
間
会
社
勤
め
を
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
地
域
の
方
と

の
交
流
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
の
集
ま

り
で
皆
様
お
元
気
で
良
い
人
ば
か

り
で
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
多
く

そ
し
て
頑
張
る
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
初
め
て
「
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
通
信
」
を
拝
読
し
ま
し
て
と

て
も
勉
強
に
な
り
、
ま
た
楽
し
く

隅
々
ま
で
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

富
士
市　

根
原　

髙
子

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
を
拝
読
し

て
掛
川
市
に
龍
尾
神
社
が
あ
り
ま

す
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

神
社
の
し
だ
れ
梅
の
咲
く
頃
一
度

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
静
岡
の
旅
を
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。
次
の
通
信
を
待
っ

て
い
ま
す
。

伊
豆
の
国
市　

植
松　

三
枝

　

会
員
に
な
り
ま
し
て
半
年
、
先

程
初
め
て
ク
ラ
ブ
通
信
を
拝
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
多
種
多
様
の
活
動
を

し
て
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
深
め

て
い
る
様
子
に
感
動
し
ま
し
た
。

私
も
仕
事
上
活
動
に
参
加
で
き
な

い
折
、
初
め
て
市
主
催
の
体
育
祭

に
参
加
し
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

浜
松
市
浜
北
区　

渥
美　

教
代

　

文
壇
が
楽
し
み
で
す
。
特
に
川

柳
は
心
が
ホ
ッ
と
す
る
句
が
多
く

思
わ
ず
そ
う
そ
う
と
う
な
ず
い
て

し
ま
い
ま
す
。
脳
ト
レ
の
数
独
も

好
き
で
解
く
の
で
す
が
段
々
難
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

磐
田
市　

佐
藤　

憲
行

　

終
活
中
の
お
話
拝
見
致
し
、
我

が
身
の
身
辺
整
理
を
本
格
的
に
し

た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
龍

尾
神
社
の
記
事
、
参
考
に
な
り
、

歴
史
の
重
み
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。藤

枝
市　

伊
藤　

利
一

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
を
毎
回
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
読
ん

で
い
る
の
は
「
地
域
支
え
合
い
～

私
た
ち
の
地
域
の
活
動
」
が
興
味

が
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
中
、

私
も
健
康
で
人
の
役
に
立
つ
こ
と

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

焼
津
市　

篠
宮
伊
久
代

　

八
楠
新
成
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
2

年
経
過
し
ま
し
た
。
他
地
区
が
解

散
の
う
き
目
に
あ
う
所
も
あ
り
ま

す
が
、
私
た
ち
ク
ラ
ブ
は
役
員
さ

ん
の
熱
心
な
す
す
め
も
あ
り
毎
回

皆
楽
し
く
集
い
合
っ
て
い
ま
す
。

お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

第19回熟年メッセージ大会作品募集のお知らせ　人
生を彩ってきた様々な感動や喜び、これからの人生を輝かせる
目標や生きがいなど、言葉やパフォーマンスで発表しませんか。
●応募資格　県内在住で、ご自身を熟年と思う方（グループも可）
●募集テーマ　特に定めなし
●応募形式　文章（2,000文字以内、原稿用紙20×20）
　　　　　　　映像（DVDで10分以内）音声（CDで10分以内）
●応募期限　平成30年10月１日（月）当日消印有効

第22回すこやか長寿祭美術展作品募集のお知らせ
高齢者の文化活動の促進とふれあいと生きがいづくりを目的
に、高齢者の創作する作品を募集します。｢ねんりんピック紀
の国わかやま2019｣ の選考会も兼ねます。
●応募資格　県内在住で昭和35年４月１日以前に生まれた
　　　　　　アマチュアの方
●募集部門　日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真の６部門
●応募方法　出品申込書を提出
●応募期限　平成30年10月31日（水）当日消印有効
●出 品 料　１作品2,000円 問い合せ先　公益財団法人しずおか健康長寿財団　電話：054-253-4221
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静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

は
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
６
月
に

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
「
富
士
山

−

信
仰
の
対
象
と
芸
術

の
源
泉
」
を
後
世
に
守
り
伝
え
て
い
く

た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
平
成
29
年

12
月
23
日
に
静
岡
県
富
士
宮
市
に
開
館

し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
永
く
守
る
」、

　

人
の
死
に
は
特
別
な
思
い
が
付
き

ま
と
う
。
長
年
懸
命
に
生
き
た
人
に

刻
み
込
ま
れ
た
全
て
の
も
の
が
、
そ

の
瞬
間
に
無
に
帰
す
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
マ
ス
コ
ミ
は
人
の
生
死
に

も
ニ
ュ
ー
ス
性
を
求
め
る
。
過
日
、

舞
鶴
市
の
相
撲
興
行
の
際
、
土
俵
上

で
倒
れ
た
市
長
へ
の
救
急
救
命
対
応

は
、
美
談
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。
一

方
、
女
性
が
土
俵
に
上
が
っ
て
救
急

救
命
処
置
を
し
た
結
果
、
土
俵
の
伝

統
と
神
事
の
あ
り
方
を
問
う
議
論
を

巻
き
起
こ
し
た
。

　

最
近
、
心
停
止
者
の
救
命
用
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
随
所
に
置
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
人
が
倒
れ
る
原
因
は
心
停
止

だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
他
の
可
能
性

も
多
々
あ
る
。
第
三
者
が
緊
急
事
態

救
急
救
命
独
り
言

し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団 

理
事
長
　
佐
古 

伊
康

へ
の
対
応
に
言
及
す
る
の
は
憚
ら
れ
る

が
、
女
人
禁
制
の
議
論
に
正
当
性
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
救
急
救
命
処
置
に
も
医

学
的
正
当
性
の
議
論
が
あ
っ
て
よ
い
。

緊
迫
感
が
漂
う
状
況
下
で
、
ま
ず
は
救

急
車
を
手
配
し
、
救
急
救
命
活
動
を
し

た
の
は
賞
賛
に
値
す
る
。
し
か
し
、
入

院
後
に
判
明
し
た
市
長
の
病
名
か
ら
、

今
回
の
緊
急
対
応
に
は
結
果
論
と
し
て

議
論
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　

ク
モ
膜
下
出
血
な
ど
の
出
血
性
脳
血

管
発
作
の
直
後
に
は
、
救
急
処
置
が
脳

圧
を
変
動
さ
せ
な
い
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
現
実
に
、
あ
る
救
急
隊
員
は
、
倒

れ
た
市
長
を
動
か
さ
な
い
よ
う
に
！
と

叫
ん
だ
と
い
う
。
私
の
経
験
で
は
、
ク

モ
膜
下
出
血
の
再
発
時
に
、
動
か
さ
な

い
で
！
と
患
者
自
ら
が
要
請
し
た
の
に

搬
送
さ
れ
、
来
院
時
に
は
絶
命
し
て

い
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、そ
の
昔
、

Ｓ
首
相
が
料
亭
で
脳
出
血
で
倒
れ
た

時
、
複
数
の
著
名
な
専
門
家
が
招
集

さ
れ
た
が
、
誰
も
積
極
的
に
手
を
下

さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
緊
急
時
の
積

極
的
処
置
が
、
救
命
で
き
た
と
し
て

も
重
大
な
機
能
障
害
を
遺
す
可
能
性

を
考
え
る
と
、
誰
も
火
中
の
栗
を
拾

い
た
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

結
果
が
全
て
の
世
相
で
、
何
が
正

し
い
行
動
か
を
議
論
で
き
る
の
は
、

健
全
な
民
主
主
義
社
会
の
証
で
あ

る
。
し
か
し
、
部
外
者
が
他
者
を
批

判
し
、
独
善
的
・
排
他
的
に
持
論
を

展
開
す
る
の
は
慎
み
た
い
。
緊
急
時

の
対
応
が
適
切
か
否
か
の
判
断
は
現

場
に
任
せ
、
私
の
独
り
言
が
医
学
的

の
み
な
ら
ず
社
会
的
に
も
お
役
に
立

つ
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

「
楽
し
く
伝
え
る
」、「
広
く
交
わ
る
」、

「
深
く
究
め
る
」
の
４
つ
の
柱
を
事
業

と
し
て
、国
内
外
の
多
く
の
方
に
歴
史
、

文
化
、
自
然
な
ど
、
富
士
山
を
多
角
的

に
紹
介
し
ま
す
。

　

逆
さ
富
士
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
逆
円
錐

形
の
展
示
棟
を
、
富
士
山
麓
（
富
士
市
・

富
士
宮
市
）
の
ブ
ラ
ン
ド
木
材
『
富
士

ヒ
ノ
キ
』
の
丸
太
約
４
３
０
０
本
使
用

し
て
作
ら
れ
た
木
格
子
（
も
く
ご
う
し
）

が
覆
う
特
徴
的
な
建
物
は
、
プ
リ
ツ

カ
ー
賞
や
紫
綬
褒
章
な
ど
を
受
賞
し
た

建
築
家
の
坂
茂
氏
の
設
計
で
す
。
木
格

子
の
前
に
は
２
２
５
７
㎡
の
水
盤
が
広

が
り
、
水
面
に
映
る
木
格
子
が
富
士
山

の
形
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
展
示
棟
、
北
棟
、
西
棟
の
３

棟
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
逆
円
錐
形

の
展
示
棟
の
内
部
は
５
階
（
最
上
階
）

ま
で
続
く
全
長
１
９
３
ｍ
の
ス
ロ
ー
プ

と
な
っ
て
お
り
、
壁
面
に
投
影
さ
れ
る

富
士
山
の
登
山
者
目
線
の
映
像
を
ご
覧

い
た
だ
き
な
が
ら
登
る
こ
と
で
、
富
士

登
山
を
疑
似
体
験
で
き
ま
す
。

　

最
上
階
は
展
望
ホ
ー
ル
に
な
っ
て

お
り
、
天
気
が
良
い
日
は
雄
大
な
富

士
山
の
姿
を
間
近

で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
展
望
ホ
ー

ル
で
富
士
山
を
御

覧
い
た
だ
い
た
後

は
、
ス
ロ
ー
プ
を

降
り
て
い
た
だ
き

な
が
ら
富
士
山
の

歴
史
、
文
化
、
自

然
な
ど
に
つ
い
て

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
映
像
を
駆
使
し
た
展

示
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
１
階
に
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
＆
カ
フ
ェ
も

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
北
棟
に
は
企
画

展
示
室
、
西
棟
に
は
映
像
シ
ア
タ
ー
や

富
士
山
に
関
す
る
書
籍
を
閲
覧
で
き
る

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

観
覧
料
は
一
般
３
０
０
円
で
す
が
、

大
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
、
障
害
者
等

は
証
明
書
の
ご
提
示
で
無
料
と
な
り
ま

す
。

　

富
士
山
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
４
１
８

−

０
０
６
７

静
岡
県
富
士
宮
市
宮
町
5

−

12

電
話　

０
５
４
４

−

２
１

−

３
７
７
６
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静
岡
県
富
士
山

　
　
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

富
士
山
が
、も
っ
と
近
く
な
る

新
し
い
静
岡
を
発
見
!!

行
っ
て
み
た
い

今


